
条
例
の
改
正

（２）

１８・７・３０

◆
三
鷹
市
議
会
の
議
員
そ
の
他

非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補

償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

こ
の
議
案
は
、
「
地
方
公
務

員
災
害
補
償
法
」
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
災
害
補
償
を
行
う
通

勤
の
範
囲
に
、
就
業
場
所
か
ら

勤
務
場
所
へ
の
移
動
等
が
加
え

ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
議
会
の

議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の

公
務
災
害
補
償
等
に
つ
い
て
定

め
る
本
条
例
に
お
い
て
も
同
様

の
改
正
を
行
う
と
と
も
に
、
規

定
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
消
防
団
員
に
係
る
退

職
報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

こ
の
議
案
は
、
「
消
防
団
員

等
公
務
災
害
補
償
等
責
任
共
済

等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
」
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
非
常
勤
消

防
団
員
の
退
職
報
償
金
の
支
給

額
を
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
公
共
下
水
道
事
業
に

係
る
雨
水
管
等
整
備
業
務
委
託

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

こ
の
議
案
は
、
ス
コ
U
ル
型

浸
水
被
害
に
対
応
す
る
た
め
、

「
都
市
型
水
害
対
策
計
画
」
に

基
づ
き
、
中
原
地
区
分
流
区
域

内
の
雨
水
管
等
整
備
事
業
と
し

て
業
務
委
託
契
約
の
締
結
を
行

う
も
の
で
す
。

ド
パ
ッ
チ
療
法
な
ど
）
の
有
用

性
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
病
気

の
一
般
の
認
知
度
は
ま
だ
ま
だ

低
く
、
患
者
数
な
ど
、
実
態
も

明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
ま

た
、
全
国
的
に
も
こ
の
診
断
・

治
療
を
行
う
医
療
機
関
が
少
な

い
た
め
、患
者
・
家
族
等
は
大
変

な
苦
労
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
国

会
及
び
政
府
に
対
し
、
次
の
措

置
を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
強
く
要

望
す
る
。

１
　
交
通
事
故
等
の
外
傷
に
よ

る
脳
脊
髄
液
漏
れ
患
者
（
脳
脊

髄
液
減
少
症
患
者
）
の
実
態
調

査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
患

者
・
家
族
に
対
す
る
相
談
及
び

支
援
の
体
制
を
確
立
す
る
こ

と
。

２
　
脳
脊
髄
液
減
少
症
に
つ
い

て
さ
ら
に
研
究
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
診
断
法
並
び
に
ブ
ラ

ッ
ド
パ
ッ
チ
療
法
を
含
む
治
療

法
を
早
期
に
確
立
す
る
こ
と
。

３
　
脳
脊
髄
液
減
少
症
の
治
療

法
の
確
立
後
、
ブ
ラ
ッ
ド
パ
ッ

チ
療
法
等
の
新
し
い
治
療
法
に

対
し
て
早
期
に
保
険
を
適
用
す

る
こ
と
。

Ω
「
仕
事
と
生
活
の
調
和
推
進

基
本
法
」
（
仮
称
）
の
制
定
を

求
め
る
意
見
書

我
が
国
は
、
つ
い
に
人
口
減

少
社
会
に
突
入
し
た
。
厚
生
労

働
省
の
人
口
動
態
統
計
に
よ
る

と
、
昨
年
11
月
ま
で
の
１
年
間

に
出
生
数
が
死
亡
数
を
下
回
り

人
口
が
年
間
で
初
め
て
自
然
減

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

少
子
社
会
へ
の
対
応
を
考
え

た
と
き
、
今
後
の
働
き
方
と
し

て
、
男
性
も
女
性
も
と
も
に
、

仕
事
と
子
育
て
・
介
護
な
ど
家

庭
生
活
と
の
両
立
に
困
難
を
感

じ
る
こ
と
が
な
い
働
き
方
が
可

能
に
な
る
よ
う
な
環
境
整
備
、

社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
非
常

に
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

つ
ま
り
、
働
き
方
や
暮
ら
し

方
を
見
直
し
て
「
仕
事
と
生
活

の
調
和
」
を
図
る
こ
と
、
い
わ

ゆ
る
ワ
U
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
の
実
現
が
、
こ
れ
か
ら
の
我

が
国
に
と
っ
て
重
要
課
題
で
あ

る
。
ワ
U

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
は
、
働
く
者
に
と
っ
て
望

ま
し
い
だ
け
で
な
く
、
企
業
に

と
っ
て
も
、
就
業
意
欲
の
高
ま

り
、
労
働
生
産
性
の
向
上
な
ど

の
メ
リ
ッ
ト
が
少
な
く
な
い
。

ワ
U
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
は
労
働
政
策
に
限
る
も
の
で

は
な
く
、
省
庁
の
枠
を
超
え
て

総
合
的
に
政
策
が
実
行
で
き
る

よ
う
、
「
仕
事
と
生
活
の
調
和

推
進
基
本
法
」
（
仮
称
）
を
制

定
す
べ
き
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
政

府
に
対
し
、
社
会
経
済
情
勢
の

変
化
に
対
応
し
た
豊
か
で
活
力

あ
る
社
会
が
実
現
で
き
る
よ

う
、
ワ
U
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
形
成
の
促
進
を
図
る
た

め
、
同
基
本
法
に
よ
っ
て
政
策

の
基
本
方
向
を
定
め
、
総
合
的

か
つ
計
画
的
に
施
策
を
実
行
す

る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

Ω
雨
水
浸
透
ま
す
設
置
事
業
の

拡
大
に
関
す
る
意
見
書

「
緑
と
水
の
公
園
都
市
」
を

目
指
す
本
市
は
、
市
民
と
の
協

働
で
緑
と
水
に
囲
ま
れ
た
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
き

た
。
市
内
に
は
神
田
川
、
仙
川
、

野
川
な
ど
の
河
川
が
あ
り
、
そ

の
清
流
を
守
っ
て
い
く
た
め
に

も
地
下
水
、
湧
水
の
保
全
が
重

要
な
課
題
で
あ
る
。
そ
の
た
め

の
施
策
と
し
て
雨
水
を
地
下
に

返
す
の
は
大
変
有
効
で
あ
る
。

本
市
で
は
ま
ち
づ
く
り
条
例

に
基
づ
き
新
築
時
に
お
い
て
は

雨
水
浸
透
施
設
の
指
導
の
継
続

を
徹
底
し
、ま
た
、公
共
施
設
へ

の
雨
水
浸
透
施
設
の
積
極
的
な

設
置
、
歩
道
等
の
透
水
性
舗
装

の
整
備
な
ど
、
雨
水
を
地
下
に

返
す
方
法
を
多
方
面
に
わ
た
り

多
元
的
に
行
っ
て
き
た
。
し
か

し
、
国
が
２
０
０
３
年
度
に
事

業
を
打
ち
切
り
、
東
京
都
も

年
々
減
少
さ
せ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
近
年
雨
水
浸
透
ま
す
の
設

置
数
が
伸
び
悩
ん
で
き
た
。
新

築
時
以
外
の
設
置
に
は
多
額
の

費
用
が
か
か
り
、
市
民
の
協
力

の
も
と
で
の
設
置
に
は
行
政
の

補
助
に
よ
る
促
進
が
必
要
で
あ

り
、
水
資
源
の
保
全
に
は
広
域

的
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ

る
。雨

水
の
地
下
へ
の
浸
透
を
行

う
こ
と
は
湧
水
や
地
下
水
の
保

全
に
な
る
だ
け
で
は
な
く
ヒ
U

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
緩
和
に

つ
な
が
る
と
も
言
わ
れ
、
ま
た

都
市
型
水
害
へ
の
対
応
と
し
て

も
有
効
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
政

府
及
び
東
京
都
に
対
し
、
雨
水

浸
透
ま
す
設
置
事
業
に
対
す
る

補
助
金
の
復
活
ま
た
は
存
続
、

増
額
を
要
望
す
る
。

Ω
「
グ
レ
U
ゾ
U
ン
金
利
」
の

撤
廃
を
求
め
る
意
見
書

金
融
庁
の
「
貸
金
業
制
度
等

ビ
ス
、
施
設
サ
U
ビ
ス
、
公
費

負
担
医
療
が
「
応
益
負
担
」
と

な
り
、
原
則
１
割
負
担
と
な
っ

た
。
車
い
す
な
ど
の
補
装
具
に

つ
い
て
も
、
今
年
10
月
か
ら
１

割
負
担
が
求
め
ら
れ
る
。ま
た
、

公
費
負
担
医
療
は
、
現
行
で
は

応
能
負
担
や
５
％
負
担
で
あ
っ

た
も
の
が
こ
こ
で
も
原
則
１
割

と
な
る
。

利
用
者
負
担
に
つ
い
て
「
負

担
が
ふ
え
過
ぎ
な
い
よ
う
に
配

慮
す
る
」
と
し
て
、
国
は
「
自

己
負
担
額
上
限
設
定
」
に
よ
る

軽
減
措
置
を
講
じ
て
い
る
が
、

と
て
も
「
配
慮
」
し
た
と
は
言

え
な
い
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
法
施
行
に
よ
っ

て
報
酬
を
「
月
払
い
方
式
」
か

ら
「
日
払
い
方
式
」
に
変
え
、

報
酬
を
抑
制
し
、
そ
の
結
果
、

通
所
施
設
の
収
入
減
と
経
営
危

求
す
る
強
い
意
思
を
世
界
に
ア

ピ
U
ル
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ

ま
で
培
っ
て
き
た
独
自
の
伝

統
・
文
化
や
先
端
的
な
技
術
・

産
業
を
世
界
に
発
信
し
、
成
熟

し
た
都
市
東
京
の
姿
を
全
世
界

に
示
す
絶
好
の
機
会
と
な
る
。

ま
た
、
ア
ス
リ
U
ト
た
ち
の

崇
高
な
競
い
合
い
は
、
未
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
に
感
動
を
与

え
、
ス
ポ
U
ツ
を
通
じ
た
健
や

か
な
成
長
を
促
す
こ
と
に
つ
な

が
る
。

こ
う
し
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
は
、
我
が
三
鷹
市
が
目
指

す
平
和
の
希
求
、
人
権
の
尊
重

に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
で
あ

る
。よ

っ
て
、
本
市
議
会
は
、
東

京
都
全
体
が
一
丸
と
な
っ
て
、

２
０
１
６
年
開
催
の
第
31
回
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
が
東
京

に
招
致
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
求

め
る
も
の
で
あ
る
。

可
決
し
た
議
案

市
長
提
出
議
案

議
員
提
出
議
案

契
約
の
方
法
は
随
意
契
約
と

し
、
契
約
の
金
額
は
、
概
算
で

４
億
２
千
272
万
７
千
円
で
、
契

約
の
相
手
方
は
、
財
団
法
人
東

京
都
新
都
市
建
設
公
社
で
す
。

◆
ふ
じ
み
衛
生
組
合
規
約
の
変

更
に
つ
い
て

こ
の
議
案
は
、
新
ご
み
処
理

施
設
の
建
設
に
当
た
り
、
ふ
じ

み
衛
生
組
合
が
処
理
す
る
事
務

に
、
可
燃
物
の
処
理
場
の
建
設

及
び
経
営
に
関
す
る
事
務
を
加

え
る
も
の
で
す
。

に
関
す
る
懇
談
会
」
は
、
先
ご

ろ
、
多
重
債
務
問
題
の
温
床
と

さ
れ
る「
グ
レ
U
ゾ
U
ン
金
利
」

に
つ
い
て
、
出
資
法
が
定
め
る

年
29
・
２
％
の
上
限
金
利
を
引

き
下
げ
、
利
息
制
限
法
に
基
づ

く
年
15
％
〜
20
％
の
上
限
金
利

に
統
一
す
る
方
針
を
明
ら
か
に

し
、
こ
の
よ
う
な
方
針
を
盛
り

込
ん
だ
最
終
報
告
を
６
月
に
提

出
す
る
と
し
て
い
る
。

消
費
者
が
貸
金
業
者
か
ら
金

を
借
り
た
場
合
、
金
利
な
ど
を

書
い
た
書
類
を
渡
し
、
利
用
者

が
任
意
で
利
息
を
支
払
え
ば
有

効
と
み
な
す
貸
金
業
規
制
法
の

「
み
な
し
弁
済
」
規
定
が
適
用

さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

本
年
１
月
、最
高
裁
判
所
は
、

「
み
な
し
弁
済
」
の
厳
格
な
適

用
を
業
者
に
求
め
、
「
グ
レ
U

ゾ
U
ン
金
利
」
を
実
質
的
に
無

効
と
す
る
判
断
を
示
し
た
。
し

か
し
、そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

貸
金
業
者
は
そ
の
後
も
「
グ
レ

U
ゾ
U
ン
金
利
」
で
融
資
を
続

け
た
り
、
ま
た
今
回
の
上
限
金

利
を
引
き
下
げ
る
と
い
う
方
針

に
つ
い
て
も
、
強
く
反
対
し
た

と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
貸
金
業
者
は
み

ず
か
ら
進
ん
で
現
状
を
改
善
す

る
姿
勢
に
な
っ
て
い
る
と
は
言

い
が
た
い
。
ま
た
、
そ
の
意
思

も
感
じ
ら
れ
な
い
以
上
、
関
係

法
の
改
正
を
図
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
明
確
に
貸
金
利
を
制
限
す

べ
き
で
あ
る
。

よ
っ
て
、本
市
議
会
は
、国
会

及
び
政
府
に
対
し
、
「
グ
レ
U

ゾ
U
ン
金
利
」の
撤
廃
を
図
り
、

多
重
債
務
の
悲
劇
を
根
絶
す
る

た
め
に
関
係
法
の
早
急
な
改
正

を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

Ω
障
が
い
者
自
立
支
援
制
度
の

見
直
し
、
障
が
い
者
と
施
設
の

支
援
強
化
を
求
め
る
意
見
書

今
年
４
月
か
ら
、
居
宅
サ
U

契
　
約

そ
の
他

Ω
脳
脊
髄
液
減
少
症
の
研
究
・

治
療
等
の
推
進
を
求
め
る
意
見

書
脳
脊
髄
液
減
少
症
は
、
交
通

事
故
、
ス
ポ
U
ツ
障
が
い
、
落

下
事
故
、
暴
力
な
ど
に
よ
る
頭

部
や
全
身
へ
の
強
い
衝
撃
に
よ

っ
て
脳
脊
髄
液
が
慢
性
的
に
漏

れ
続
け
、
頭
痛
、
首
や
背
中
の

痛
み
、
腰
痛
、
目
ま
い
、
吐
き

気
、
視
力
低
下
、
耳
鳴
り
、
思

考
力
低
下
、
う
つ
症
状
、
睡
眠

障
が
い
、
極
端
な
全
身
倦
怠

感
・
疲
労
感
等
の
さ
ま
ざ
ま
な

症
状
が
複
合
的
に
発
現
す
る
病

気
で
あ
り
、
難
治
性
の
い
わ
ゆ

る
「
む
ち
打
ち
症
」
の
原
因
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

近
年
、
こ
の
病
気
に
対
す
る

認
識
が
徐
々
に
広
が
り
、
新
し

い
診
断
法
・
治
療
法
（
ブ
ラ
ッ

意
見
書（
要
旨
）

決
議
（
要
旨
）

雨水浸透ますの設置は湧水の復活にも
有効だ　　　　　　　　 …井の頭池

機
と
い
う
問
題
が
出
て
い
る
。

「
日
払
い
方
式
」
は
、
利
用
者

の
出
席
日
数
に
よ
る
実
績
払
い

で
、
障
が
い
者
は
体
調
も
悪
く

な
る
日
も
多
く
、
通
院
日
も
あ

り
、
毎
日
施
設
に
通
え
る
と
は

限
ら
な
い
た
め
に
、
欠
席
が
そ

の
ま
ま
施
設
の
収
入
減
に
な
る

も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ

り
施
設
で
は
必
要
な
職
員
配
置

が
で
き
ず
、
パ
U
ト
化
・
賃
金

引
き
下
げ
・
労
働
強
化
と
い
う

問
題
も
発
生
し
て
い
る
。

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
政

府
に
対
し
、
国
が
制
度
の
見
直

し
、
さ
ら
な
る
障
が
い
者
へ
の

支
援
策
を
拡
充
す
る
と
と
も

に
、
通
所
施
設
の
報
酬
支
払
い

方
式
を
「
月
払
い
方
式
」
に
戻

し
、
報
酬
を
引
き
上
げ
る
な
ど

支
援
策
の
抜
本
的
強
化
を
求
め

る
も
の
で
あ
る
。

第
31
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
の
東
京
招
致
に
関
す
る
決
議

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
ス
ポ
U

ツ
を
通
じ
て
世
界
平
和
の
実
現

に
大
き
く
貢
献
す
る
、
世
界
最

大
の
ス
ポ
U
ツ
・
文
化
の
祭
典

で
あ
る
。

１
９
６
４
年
の
第
18
回
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
は
、
我
が

国
の
戦
後
復
興
の
象
徴
と
し
て

開
催
さ
れ
、
多
く
の
国
民
に
感

動
と
自
信
を
与
え
、
生
ま
れ
変

わ
っ
た
首
都
東
京
の
姿
を
世
界

に
ア
ピ
U
ル
し
た
。
こ
れ
を
機

に
東
京
は
さ
ら
な
る
発
展
を
続

け
、
政
治
、
経
済
、
文
化
が
高

密
度
に
集
積
す
る
世
界
に
類
を

見
な
い
大
都
市
と
な
っ
た
。

東
京
に
お
い
て
、
約
半
世
紀

ぶ
り
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
開
催

す
る
こ
と
は
、
世
界
平
和
を
希

第
2
回
定
例
会


